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Abstract：In science classes, students can gain understanding by means of actual experience as 
learning progresses through observation and experimentation. Thus, the ideal is for teaching to 
enable learners to come into direct contact with natural events and phenomena while also arousing 
their interest. To this end, it is imperative that we train teachers who can develop classes while 
conducting appropriate observation and experimentation. Moreover, this requires not only for 
students who aspire to become teachers to be well versed in the science taught in elementary 
schools but also for universities to cultivate their abilities as teachers, including observation skills, 
experimentation skills, and considerations of safety. This university has a student-initiated course 
(referred to below as the Rika Kyoshi Juku (“science teachers’ cram school”)) that runs separate from 
regular lectures and aims to nurture students’ abilities to teach science. In this course, students 
are trained to conduct observations and experiments covered in Grades 3-6 of elementary school 
and to further their study of the teaching materials. In addition, by conducting and observing mock 
classes, students learn how to evaluate and improve their lessons. Moreover, the university holds 
science events (referred to below as “events”) to give students the opportunity to use the educational 
skills and teaching methods that they have learned in a practical environment. These events are 
held approximately 10 times a year, and any student is welcome to participate. In this study, we 
considered whether the students’ participation in these events affected their awareness of their 
motivations to study science and their aspirations to become teachers. We report that a certain 
impact on the students’ awareness was observed.






























































































































































































































































































































































































































（問７：F（2, 26） = 2.60，問11：F（2, 26） = 2.96，問
















主効果が有意であった（問１：F（1, 17） = 10.84，
p < .01，問５：F（1, 17） = 18.79，p < .001，問11：























F（2, 16） = 5.28，p < .05， 問 ５：F（2, 16） = 8.84，




















（r = -.49， p < .05）。
　自由記述には次のような意見があった。
❍魚の種類を覚えきれていなかった。熟知していなけ
れば子ども達を楽しませることができない。
❍子ども達の楽しそうな表情を見ると，やってよかっ
た，またやりたいと感じる。
❍どんなところが足りないか知ることができた。
❍まだまだ勉強が足りませんが，子どもが硬い表情か
ら笑顔になっていくのを見てとても嬉しかったで
す。
❍子どものことを考えるようになった。
表４　平均値・標準偏差および分散分析結果
（理科教師塾への態度×調査時期（事前・事後））
表５　相関係数（Pearson）
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❍子ども達の楽しそうにしている姿や笑顔を見て，と
ても幸せな気持ちになることができた。
❍大学に来て初めて子供たちと触れ合える機会だった
のでとても緊張しましたが，徐々に子ども達の心が
開いていく様子が分かって嬉しかった。
❍本物の反応や声が聞けて良かったです。
❍今何をすればいいのか分からず突っ立っている時間
が長くて，すごく反省しました。
❍普段，机の上では感じることのできない体験をする
ことはとても大事だと改めて知ることができまし
た。
❍全体の流れや他の人たちの動きをしっかり把握し
て，周囲に役立てるように頑張りたいと思います。
❍初めて川に入った児童が「川ってこんなにでこぼこ
しているんだね。」とか，「プールと全然違う。」な
ど，自然に触れて初めて知ったことを口に出してく
れて，新しい発見を与えることができた喜びがあっ
た。
　以上のように，児童に接する喜び，直接児童に指導
できた成就感などが読み取れた一方，何をすればいい
のか分からず戸惑った，準備不足で十分指導できな
かったなどの後悔の声もあった。しかし，指導によっ
て児童の様子が次第に好ましい状況に変化するのを感
じ，自覚を促すという所期の効果が認められた学生も
いた。
Ⅵ．まとめ
　アンケートの分析を通して分かったことは，次の５
点にまとめることができる。
⑴理科教師塾での活動を通して，理科への意欲が高
まる可能性があると思われる。
　質問項目の一部（問７，問11，問15）でもあり，ま
た有意傾向であるため，慎重な解釈が求められる。事
前よりも事後，あるいは約３か月後の得点が高い傾向
を示したことから，理科教師塾での活動を通して，理
科への意欲が高まる可能性があると思われる。
⑵元々理科への意欲が高い者の方が活動を継続しや
すい。
　継続の主効果が有意であった問１，問５，問11はい
ずれも理科（イベントを含む）への意欲に関する質問
である。事前・事後に関わらず中断者よりも継続者の
得点が高いことから，元々理科への意欲が高い者の方
が活動を継続しやすいとも解釈できる。
　ただし，問６（理科のイベントに参加することで，
自分の能力が分かると思う）のみ事前・事後の主効果
が有意であった。継続の状態に関わらず，活動をする
ことでの気づきが得られたのではないだろうか。
⑶活動をすることでの気づきが得られた。
　熱心だと評価された者ほど，問１，問５，問11の得
点が高かった。分析２と同様の傾向を示していた。た
だし，事前・事後の主効果については，問13（理科の
イベントの準備は，教材研究だと思う）のみが有意で
あった。分析２とは項目が異なるものの，活動をする
ことでの気づきが得られたと推測できる。
⑷マイスターカード取得数が少ない学生ほど，「理科
イベントの準備は教材研究だと思う」と考えてい
る。
　マイスターカードと問13との相関から，取得数が少
ない学生ほど，「理科イベントの準備は教材研究だと
思う」と考えていると解釈できる。なお，イベント前
の出席数と有意な相関を示す質問項目はなかった。
　全ての分析に共通することとして，分析結果を一般
化するのには限界があると考える。今後は，回答者を
増やすなどの工夫が必要である。また，今回は探索的
に分析を行っているが，今後は更に焦点化した調査を
実施して研究を深めたい。
⑸イベント参画による自覚の高まり，成就感などの
効果が認められた。
　自由記述から，イベントへの参画により，自己の力
量の足りなさを自覚した者，児童の変容を見て成就感
を得た者，子供の発見が指導の喜びにつながった者な
ど一定の効果が読み取れ，所期の目的を達成したので
はないかと考える。また，それぞれの学生毎にいろい
ろな成長が期待されることが考えられる。
Ⅶ．おわりに
　理科教師塾を設置して５年を経過し，様々なイベン
トに取り組むとともに活動の充実を図りながら今日を
迎えている。ここで学ぶ学生の資質向上と教職を目指
す意識の高揚を考える毎日である。創設時には３，４
年生が卒業までにマイスターを取得するよう努力して
いたが，現在では１，２年生にも取得者が出るように
なってきており，マイスター取得後の活動と成長が期
待されるようになった。理科が得意な学生として学校
支援ボランティアに出かける学生，年間を通じて理科
インターンシップ事業で活躍する学生が見られるよう
になった。理科教師塾では，１年生から４年生までが
交流しながら活動できるという特徴がある。学生が切
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磋琢磨する場としての在り方も模索しながら理科教師
塾を更に発展させ，学生の教職を目指す意識の高揚を
図りながら活動を継続したいと考えている。
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